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曲田光夫氏を悼む

　3月26日（月）の気研筑波移転推進委員会で私は曲田

部長の隣りに腰掛けていた．「……庁舎についてなんで

すが，研究室のレィアウトが何もやってないでしょう．

それなのに作業室のレイアウトだけ先に固定的にやって

しまって，それで一体……」曲田さんの体はブルブル藻

え，声はかすれて聴き取れず，今井所長さんは耳に手を

当てている．私は大声で曲田さんの云わんとすることを

解説してあげた．r叉疲れてる，困ったなあ」と私は心

の中で考えた．そして翌27日（火）の朝，家にr今朝1

時ごろ曲田さんが急に亡くなられました」と電話がかか

ってきた．あとで病名は肺性心と知らされた．

　数年前にはr若い人々に良い研究環境を作るために，

われわれ年寄りは事務的な犠牲を負担しよう」と口癖の

ように云っていた．然し昨年の秋頃から「もう僕は疲れ

て，何も厭になった」「消えてなくなりたいよ」などと

云うようになった．筑波移転計画，AMTEX，地方共

同研究，特別研究，実行予算，研究計画，部の運営，…

…こうした精神的負担を加えて，海陸風，山越え気流，

などの計算プログラムをやりにIBMに通うことは，片

肺の弱い肉体には堪え難い負担となっているのがよく判

った．しかも他人に対しては決して不快な顔を見せるこ

となく，持ち前の良心と誠実さで，相手の気持になって

じっくりと話を聞くところがあった．特に最近では清潔

で弱々しい感じ，そして突然投げやりになるところが気

になった．終戦直後から27年間，当時偶然家が近かった

ことから，友人づきあいをして来た私にとっては，それ

は余りにも悲しく，痛ましいが，同時に当然の帰結のよ

うにも思われるのである．部長の激務に堪えられたの

は，部員の温い心づかいがあったからであろう．

　曲田光夫氏は大正10年3月25日，秋田県鹿角郡十和田

町大湯に生まれ，大舘中学，弘前高等学校，東大数学科

を卒業し，昭和18年秋に中央気象台に就職した．それか

ら大体研究的な仕事ばかりをやり，32年気研予報研究部
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第四研究室長，44年気研予報研究部長となった．26年春

結核に罹り，私が療養をすすめたにも拘らず，無理をし

たので悪化し，2年後には中野療養所で当時未だ珍らし

かった，片肺全摘出の大手術を受けた．その後はすっか

り良くなり，29年には復職し，時には他人にスキーを教

えるまでになった．

　はじめは先輩の応用数学の教科書の校正や，養成所で

教えるなどして，応用数学に興味を持ち，それの応用が

次第に気象統計．気象力学，数値予報，局地気象へと拡

がって行った．気象統計の面では，一般流及びその非線

型効果の統計予報に及ぼす効果などを論じている．気象

力学については気象大学校で講義を行い，教科書も書こ

うとして居た．傾圧不安定理論，ヒマラヤの地形の影響

などについての論文がある．数値予報の面では，渦度方

程式の近似解，じょう乱法によるプリミティブ方程式の

解，いろいろな方程式の数値解における，切断誤差の伝

播，などについて論じ，40年にr長期予報を目的とした

数値予報の基礎に関する研究」で運輸大臣賞を受けてい

る．

　局地気象では稚内の春の強風にヒントを得て，山越え

気流について，地表の熱的影響を入れた数値実験を行っ

た．更に富士山に生ずる雲について，河口湖測候所と共

同の形で，映画を作り，それをヒントとして，二層モデ

ルで，熱を入れ，地形による冷却や加熱の影響も考えて

数値実験を行った．海陸風については，地表面と海面に

おける熱平衡，凝結熱，風のシヤを入れ，日射放射の日

変化，乱流輸送，地面内の熱輸送などを入れた数値実験

を行った．

　ヒートアイランドについては，都市と郊外の温度差，

摩擦の差などによって起る．都市上空の風などの日変化

を求めた．これら諸問題は単に理論的完壁のみを目指す

ものではなく，実証主義の立場から，自分でも河口湖周

辺などで山本三郎君，湯山生君らと共に，一150Cの寒

寒天気”20．6．
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風の中で，一日中撮影機を据えていることもあった．45

年夏この山本三郎君が亡くなった時は，その悲しみ方は

一通りでなく，「大気」第3号に追悼文を書いている．

二人は地下で楽しかった思い出を語り合うことであろ

う．この映画のコピーはベルリン自由大学に送られて，

今は亡きシェァハク先生も，今はミュソヘンに移られた

フォルタク先生も，ハンブルグ大学のフィッシャー教授

も感謝状を寄せている．

　最後の大きな仕事はAMTEX共同観測の実行責任者

として観測計画をまとめたこどである．資料蒐集，観測

結果，研究報告など具体的な結果を何一つ見る事もでき

なかったのは残念であるが，この仕事は観測や研究にた

づさわる人々の心の中に生きつづけることであろう．亡

くなる前に論文別刷を一冊にまとめられたが，これを見

ると，何れも内容が豊かで，次の発展が期待されるもの

ばかりのように見える．気象界はここに偉大な頭脳を葬

ったように思われる．

　　　　　　　　　　　　　（1973．4．10．大井正一）

ニニ質疑応答一
○餉ぼ環景蔀荊面区天羊野亜新～鍮扇医「〈〈A”皿r
し＿＿、＿漫杢鯵瞥麹糧墓委曼麹し燃ゑ熱

問：地表面を植物が蔽うと，そこの気候はどのように変

るか　　　　　　　　　　　　　（気象大学校一会員）

　答：裸地を畑地化あるいは森林化した場合の地表面の

変化が気候に及ぼす影響に関しては，まだ充分に解明さ

れているとは考えられない．特に，気候に及ぼす大規模

な影響については未知な点が多いので，解答としては極

めて不充分であるが二，三の要点をのべる．

　植被の形成によってもたらされる変化は，（1）放射，

（2）風，（3）蒸発量・発散量が直接の影響を受け，そ

の結果他の気候要素に影響が及ぶものと考えられる．と

りわけ基本となる変化は，太陽放射を受ける面が土壌面

から植被面へ移行し，熱・水蒸気の交換も主として植被

面で行なわれるようになる点である．

　裸地と畑地とではアルベドーにあまり大きな差異はな

いが，畑地においては土壌面への日射による直接加熱が

減少するために，地温の上昇は小さくなる．植被層下の

土壌面からの長波の出放射は，植被の存在によって減少

するので，畑地の夜間における地温の低下は小さくな

る．その結果，畑地では裸地に対して地温の較差が小さ

くなり，また変化の位相がおくれることが確められてい

る．アルベドーは，植被の繁茂の程度によっても変化す

る．繁茂の程度を示すために葉面積指数を利用すると，

例えば水稲では葉面積指数4以上で急にアルベドーが小

さくなる．植被層下の土壌面からの有効長波放射，ある

いは正味放射も葉面積指数によって変化する．一般に，

植被層下の地温の較差は，葉面積指数の増加とともに減

少する．

　植被が形成されると，裸地では土壌面蒸発のみであっ

た水分の損失が，土壌面蒸発と葉・茎からの発散が加わ

った蒸発散になる．しかし，植被下の土壌面では風が弱
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められ拡散係数が減少するので，土壌面蒸発は少なくな

り発散がこれに代る．充分に土壌水分がある状態では

P・tentialevap・transpirati・n（P・tentialevap・rati・n）が

土壌面蒸発および蒸発散のめやすになるので，裸地およ

び畑地の水分損失にあまり大きな差異は生じないであろ

う．しかし，表層土壌の水分がいちじるしく不足してい

る場合，あるいは砂ばくをかんがいして畑地化した場合

には両者の間にいちじるしい差が生じ，気候に大きな影

響がみられる．この点に関しては，次の文献にのべられ

ている．

　Budyko，ML（1956）地表面の熱収支
　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　（内島　訳）

　Budyko，M．1．（1971）気候と生命1，n

　　　　　　　　　　　（内島，岩切　訳）

　以上のように，もし水分が充分な条件であれば，放射

とそれに伴って生ずる地温・気温の変化が裸地と畑地の

地表附近の気候の最も大きな差異となっているといえ

る．せまい範囲での観測によれば，裸地と畑地では地温

および接地気温に差が生じていることが認められる．し

かし，広い地域での実験例はないので，この効果が気候

にどの程度の影響を与えるかは未知である．

　植生が存在すると地表の日最高気温が低下するために

凝結高度が低くなり，雨がふりやすくなるといわれてい

る．また，逆に森林を畑地あるいは裸地化すると，風に

よって土粒子が大気中に浮遊し，これが地上への日射を

弱め気候変化を発生させることが考えられる．

　将来地球の人口が増加し，土地利用が変化した場合の

気候変化については，今後早急に検討される必要があ

る．　　　　　　　　　　　　（立正大学：新井　正）
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